
発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(192／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-5 表(12/15) スプリングハンガ 強度評価結果 

 

 
 

 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1009



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(193／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-5 表(13/15) スプリングハンガ 強度評価結果 

 

 
 

 

 
 

 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1010



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(194／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-5 表(14/15) スプリングハンガ 強度評価結果 

 

 
 

 

 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1011



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(195／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-5 表(15/15) スプリングハンガ 強度評価結果 

 

 
 

 

 
 

 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1012



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(196／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1013



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(197／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1014



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(198／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1015



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(199／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1016



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(200／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1017



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(201／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1018



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(202／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1019



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(203／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1020



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(204／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1021



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(205／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1022



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(206／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1023



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(207／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1024



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(208／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1025



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(209／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1026



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(210／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1027



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(211／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1028



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(212／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1029



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(213／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

1030



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(214／268) 

別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いていな

い支持構造物であ

るため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

 

1031



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(215／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-6 表 標準ラグの耐震計算結果 

 

 
 

 

 
 

 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1032



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(216／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-7 表 標準 Uボルトの耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1033



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(217／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 第 3.1-8 表 標準 Uバンドの耐震計算結果(ボルト材料： 未満

， 以上 ，パイプバンド材料：  

 
 

  

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

 

1034



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(218／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 第3.1-9表 二重配管ガイドの耐震計算結果 

 
 

 

 

 

 

  2 項で示している二

重配管ガイドの耐

震評価結果を型式

ごとに記載してお

り，記載の差異によ

り新たな論点が生

じるものではない。 

1035



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(219／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(1/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1036



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(220／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(2/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1037



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(221／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(3/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1038



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(222／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(4/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(223／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(5/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(224／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(6/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1041



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(225／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(7/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(226／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(8/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(227／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(9/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(228／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(10/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(229／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(11/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(230／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(12/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(231／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(13/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(232／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(14/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

 
 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(233／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(15/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

  

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1050



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(234／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(16/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

  

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(235／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(17/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

 

  

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

1052



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(236／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-10 表(18/18) 支持架構の耐震計算結果 

 
 

 
 

  

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(237／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.1-11 表(1/3) 埋込金物の耐震計算結果 

(ベースプレート，材料：  

 

 
 

 

第 3.1-11 表(2/3) 埋込金物の耐震計算結果 

(スタッドジベル，材料：  

 
 

 

第 3.1-11 表(3/3) 埋込金物の耐震計算結果 

(コンクリート) 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 2 項で示している支

持構造物の耐震評

価結果を型式ごと

に記載しており，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(238／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 3.2 支持構造物の基本形状の耐震計算結果 

3.2.1 支持構造物の耐震計算結果 

支持構造物の基本形状を第3.2.1-1表に，耐震計算結果を第3.2.1-2表

～第3.2.1-8表に示す。 

なお，本項における耐震計算結果は，支持構造物の基本形状を示し

たものである。本項に記載のない支持構造物については，基本形状を

基に，設置状況に応じた架構寸法の変更，剛性を高めるための部材の

追加又は基本形状を組み合わせた形状となり計算方法は同一である

ため，耐震裕度としては同等である。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.2 個別の処置方法 

支持構造物の評価において，支持点荷重が 大使用荷重を超えた場合

には，標準支持間隔法であれば支持間隔の短縮化等による支持点荷重低

減，多質点系はりモデル解析であれば使用鋼材又は構造の見直し等によ

り強度向上を図るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 代表的な支持構造物の耐震計算例 

5.2.1 支持構造物の耐震計算例 

代表的な支持構造物を表5－12 に，耐震計算例を表5－13－1～

表5－13－10に示す。 

なお，本項における耐震計算結果は，代表的な支持構造物の例

を示したものであり，本項に記載のない支持構造物についても

同様な評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.2 個別の処置方法 

支持構造物の評価において，支持点荷重が定格荷重又は 大使

用荷重を超えた場合には，標準支持間隔法であれば支持間隔の

短縮化等による支持点荷重低減，3次元はりモデル解析であれ

ば使用鋼材又は構造の見直し等により強度向上を図るものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 第3.2.1-1表にて示

している基本形状

以外の形状に対す

る，具体的な設計の

考え方を示してい

るものであるため，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(239／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-1 表 支持構造物の基本形状 

 
 

 

表5－12 代表的な支持構造物 

 
 

 

 第3.2.1-1表にて示

している基本形状

以外の形状に対す

る，具体的な設計の

考え方を示してい

るものであるため，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(240／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-2 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 
 

 

 
 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(241／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-2 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 
 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(242／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-3 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(243／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-3 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(244／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-4 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(245／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-4 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 
 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(246／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-5 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 
 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(247／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-5 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(248／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-6 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(249／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-6 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(250／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-7 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 
 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(251／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-7 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 
 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(252／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-8 表(1/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(253／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

第 3.2.1-8 表(2/2) 支持構造物の強度及び耐震計算結果 

 

 
 

 

 

 

 耐震計算で示して

いる支持構造物の

形状に差異がある

が，計算方法及び結

果の示し方は同一

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(254／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 
 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いている

代表的な支持構造

物として示してい

ないためであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(255／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いている

代表的な支持構造

物として示してい

ないためであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(256／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いている

代表的な支持構造

物として示してい

ないためであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(257／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いている

代表的な支持構造

物として示してい

ないためであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(258／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いている

代表的な支持構造

物として示してい

ないためであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(259／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
   

 

 

 MOX 燃料加工施設に

おいて用いている

代表的な支持構造

物として示してい

ないためであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(260／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 4. その他の考慮事項 

(1) 機器と配管の相対変位に対する考慮 

機器と配管との相対変位に対しては，配管側のフレキシビリティで

できる限り変位を吸収することとし，機器側管台部又は支持構造物に

過大な反力を生じさせないよう配管側のサポート設計において考慮

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 建物・構築物との共振の防止 

支持に当たっては据付場所に応じ，建物・構築物の共振領域からで

きるだけ外れた固有振動数を持つよう考慮する。また，共振領域近く

で設計する場合は地震応答に対して十分な強度余裕を持つようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 隣接する設備 

配管が他の配管又は諸設備と接近して設置される場合は，地震，自

重，熱膨張及び機械的荷重による変位があっても干渉しないようにす

る。保温材を施工する配管については，保温材の厚みを含めても干渉

しないようにする。 

 

(4) 材料の選定 

材料選定に当たっては，使用条件下における強度に配慮し，十分な

使用実績があり，材料特性が把握された安全上信頼性が高いものを使

用する。 

また，「Ⅲ－１－１－９ 構造計画，材料選択上の留意点」の「3. 

材料の選択」に基づき，ダクティリティを持つよう配慮する。 

5. その他特に考慮すべき事項(Ⅴ-２-１-11) 

(1)機器と配管の相対変位に対する考慮 

機器と配管との相対変位に対しては，配管側のフレキシビリ

ティでできる限り変位を吸収することとし，機器側管台部又は

支持構造物に過大な反力を生じさせないよう配管側のサポー

ト設計において考慮する。 

 

 

 

(2)動的機器の支持に対する考慮 

ポンプ，ファン等の動的機器に対しては地震力の他に機器の振

動を考慮して支持構造物の強度設計を行う。 

また，振動による軸芯のずれを起こさないよう，据付台の基

礎へのグラウト固定，取付ボルトの回り止め等の処置を行う。 

 

(3)建屋・構築物との共振の防止 

支持に当たっては据付場所に応じ，建屋・構築物の共振領域

からできるだけ外れた固有振動数を持つよう考慮する。また，

共振領域近くで設計する場合は地震応答に対して十分な強度

余裕を持つようにする。 

 

(4)波及的影響の防止 

耐震重要度における下位クラスの機器の破損によって上位

クラスの機器に波及的影響を及ぼすことがないよう配置等を

考慮して設計するが，波及的影響が考えられる場合には，下位

クラス機器の支持構造物は上位クラスに適用される地震動に

対して設計する。 

 

(5)隣接する設備 

配管が他の配管又は諸設備と接近して設置される場合は，地

震，自重，熱膨張及び機械的荷重による変位があっても干渉し

ないようにする。保温材を施工する配管については，保温材の

厚みを含めても干渉しないようにする。 

 

(6)材料の選定 

材料選定に当たっては，使用条件下における強度に配慮し，

十分な使用実績があり，材料特性が把握された安全上信頼性が

高いものを使用する。 

また，添付書類「Ⅴ-２-１-10 ダクティリティに関する設

計方針」の材料の選択方針に基づき，ダクティリティを持つよ

う配慮する。 

 

 具体的な考慮内容

については，補足

説明資料「耐震機

電 23 機器と配管

の相対変位に対す

る設計上の扱いに

ついて」に示す。 

 

 機器，配管系，電

気計測制御装置等

の耐震支持方針に

ついて，発電炉と

記載内容は同様で

あるが，各々の支

持方針，支持構造

物の設計方法，方

針が異なることか

ら既認可時より

各々に対する設計

方針を書き分けて

いるものであり，

添付書類構成の差

異により新たな論

点が生じるもので

はない。なお，本

記載は機器に対す

る方針であり，「Ⅲ

－１－１－10 機

器の耐震支持方

針」に記載してい

る。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(261／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 【Ⅲ－１－１－11－１別紙１ 安全機能を有する施設の直管部標準支持間

隔】 

1.概要 

 本資料は，耐震Ｓクラスの配管について，「Ⅲ－１－１ 耐震設計の基

本方針」及び「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」に基づき標準

支持間隔法により算出した直管部標準支持間隔の解析結果をまとめたもの

である。 

 

 

 

2.準拠規格 

 「Ⅲ－１－１ 耐震設計の基本方針」の「2.2 準拠規格」に示す規格

のうち，本評価に対する準拠規格について第 2-1 表に示す。 

 

第 2-1 表 準拠規格 

 
 

 

3.計算精度と数値の丸め方 

 解析に用いる計算精度は耐震性の結果に影響を及ぼさない桁数を確保す

る。 

また，解析結果において数値を示す際の丸め方を第 3-1 表に示す。 

 

第 3-1 表 表示する数値の丸め方 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発電炉は標準支持間

隔法に用いる設計条

件を本基本方針内に

示しているが，MOX

燃料加工施設は本資

料の別紙にて纏めて

示す方針としている

ため，記載の差異に

より新たな論点が生

じるものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・MOX 燃料加工施設に

おいて標準支持間隔

法に適用している規

格及び数値の丸めに

ついて，記載の明確

化を行ったため，記

載の差異により新た

な論点が生じるもの

ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1078



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(262／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
【Ⅲ－１－１－11－１別紙１－１ 燃料加工建屋の直管部標準支持間隔】 

 

1.解析条件 

1.1 配管設計条件 

 標準支持間隔の算定に必要な配管設計条件を第 1.1-1 表に示す。 

 

1.2 階層の区分 

 解析に当たっては，設計用床応答曲線をいくつかの階層に区分し，支持

間隔を求めるものとし，第 1.2-1 表に示す階層の区分とする。 

配管系の固有振動数については配管系の設計に用いる建屋床応答スペク

トルのピークの固有振動数領域より短周期側に避けることを原則とするた

め，第 1.2-1 表に示すピーク振動数以上となるように設計する。なお，配

管系の固有振動数は支持構造物を含めた固有振動数であり，支持構造物の

固有振動数は第 1.2-1 表に示す値以上とする。 

 

2.解析結果 

 第 1.1-1 表の各種配管の設計条件をもとに計算した直管部標準支持間

隔，固有周期及び応力の解析結果を第 2-1 表に示す。 

なお，一次応力は内圧応力，自重応力及び地震応力の和とし，地震応力

が弾性設計用地震動Ｓｄ又は静的震度に対するものをＳｄ，基準地震動Ｓ

ｓに対するものをＳｓと表している。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発電炉は標準支持

間隔法に用いる設

計条件を本基本方

針内に示している

が，MOX 燃料加工

施設は本資料の別

紙にて纏めて示す

方針としているた

め，記載の差異に

より新たな論点が

生じるものではな

い。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(263／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 

 
(本資料では，これ以降の第1.1-1表の記載は省略する。) 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【記載箇所：3.3.1.3(6) 配管系の振動数に記載している内

容】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記載箇所：3.3.1.3(6) 配管系の振動数に記載している内

容】 

表 3－4 床応答曲線区分（緊急時対策所用代替電源設備） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18/268）頁から 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(264／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 

 
(本資料では，これ以降の第2-1表の記載は省略する。) 

【記載箇所：3.3.8 標準支持間隔に記載している内容】 

表3－7 直管部標準支持間隔(減衰定数0.5%) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（40/268）頁から 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(265／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 【Ⅲ－１－１－11－１別紙２ 重大事故等対処施設の直管部標準支持間

隔】 

1.概要 

 本資料は，常設耐震重要重大事故等対処設備に分類される配管につい

て，「Ⅲ－１－１ 耐震設計の基本方針」及び「Ⅲ－１－１－11－１ 配

管の耐震支持方針」に基づき標準支持間隔法により算出した直管部標準支

持間隔の解析結果を施設ごとにまとめたものである。 

 

 

2.準拠規格 

 「Ⅲ－１－１ 耐震設計の基本方針」の「2.2 準拠規格」に示す規格

のうち，本評価に対する準拠規格について第 2-1 表に示す。 

 

第 2-1 表 準拠規格 

 
 

3.計算精度と数値の丸め方 

 解析に用いる計算精度は耐震性の結果に影響を及ぼさない桁数を確保す

る。 

また，解析結果において数値を示す際の丸め方を第 3-1 表に示す。 

 

第 3-1 表 表示する数値の丸め方 

 

 ・発電炉は標準支持間

隔法に用いる設計条

件を本基本方針内に

示しているが，MOX

燃料加工施設は本資

料の別紙にて纏めて

示す方針としている

ため，記載の差異に

より新たな論点が生

じるものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・MOX 燃料加工施設に

おいて標準支持間隔

法に適用している規

格及び数値の丸めに

ついて，記載の明確

化を行ったため，記

載の差異により新た

な論点が生じるもの

ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1082



発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(266／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 【Ⅲ－１－１－11－１別紙２－１ 燃料加工建屋の直管部標準支持間隔】 

 

1.解析条件 

1.1 配管設計条件 

 標準支持間隔の算定に必要な配管設計条件を第 1.1-1 表に示す。 

 

1.2 階層の区分 

 解析に当たっては，設計用床応答曲線をいくつかの階層に区分し，支持

間隔を求めるものとし，第 1.2-1 表に示す階層の区分とする。 

配管系の固有振動数については配管系の設計に用いる建屋床応答スペク

トルのピークの固有振動数領域より短周期側に避けることを原則とするた

め，第 1.2-1 表に示すピーク振動数以上となるように設計する。なお，配

管系の固有振動数は支持構造物を含めた固有振動数であり，支持構造物の

固有振動数は第 1.2-1 表に示す値以上とする。 

 

2.解析結果 

 第 1.1-1 表の各種配管の設計条件をもとに計算した直管部標準支持間

隔，固有周期及び応力の解析結果を第 2-1 表に示す。 

一次応力は内圧応力，自重応力及び地震応力の和とし，地震応力が弾性

設計用地震動Ｓｄ又は静的震度に対するものをＳｄ，基準地震動Ｓｓに対

するものをＳｓと表している。 

 

 ・発電炉は標準支持

間隔法に用いる設

計条件を本基本方

針内に示している

が，MOX 燃料加工

施設は本資料の別

紙にて纏めて示す

方針としているた

め，記載の差異に

より新たな論点が

生じるものではな

い。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(267／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
  

 
(本資料では，これ以降の第1.1-1表の記載は省略する。) 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針】(268／268) 
別紙４－11 

MOX 燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－１ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－１ 
 

 
(本資料では，これ以降の第 2-1 表の記載は省略する。) 
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令和５年２月 28 日 Ｒ５ 

 

 

 

別紙４－12 
 

 

 

ダクトの耐震支持方針 
 

  

下線： 

・プラントの違いによらない記載内容の差異 

・章立ての違いによる記載位置の違いによる差異  

二重下線： 

・プラント固有の事項による記載内容の差異 

・後次回の申請範囲に伴う差異 
ハッチング： 

・前回までの申請から記載に変更がない箇所 

【凡例】 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(1／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
  

Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針  
 

目 次 

 

1. 概要 

2. 耐震設計の原則 

3. ダクト及び支持構造物の設計手順 

4. ダクト設計の基本方針 

4.1 重要度による設計方針 

4.2 荷重の組合せ 

4.3 解析条件 

4.4 ダクト支持点の設計方法 

4.4.1 標準支持間隔を用いた評価方法 

 

4.5 標準支持間隔 

4.5.1 角ダクトの固有周期 

4.5.2 丸ダクトの固有周期 

4.5.3 角ダクトの座屈評価 

4.5.4 丸ダクトの座屈評価 

4.6 支持方法 

4.6.1 直管部 

4.6.2 曲がり部 

4.6.3 集中質量部 

4.6.4 分岐部 

4.7 ダクトの構造 

4.8 ダクトの設計において考慮すべき事項 

5. 支持構造物の設計 

5.1 支持構造物の構造及び種類 

5.2 支持架構の設計 

5.3 支持架構の選定 

5.4 支持架構の耐震評価結果 

 

別紙１ 安全機能を有する施設の直管部標準支持間隔 

別紙１－１ 燃料加工建屋の直管部標準支持間隔 

 

別紙２ 重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 

別紙２－１ 燃料加工建屋の直管部標準支持間隔 

 

Ⅴ-2-1-12-2 ダクト及び支持構造物の耐震計算について 

 

目 次 

 

1. 概要 

2. 耐震設計の原則 

3. ダクト及び支持構造物の設計手順 

4. ダクト設計の基本方針 

4.1 重要度別による設計方針 

4.2 荷重の組合せ 

4.3 設計用地震力 

4.4 ダクト支持点の設計方法 

4.4.1 手法 1の支持間隔算定法 

4.4.2 手法 2の支持間隔算定法 

4.5 耐震支持間隔 

4.5.1 矩形ダクトの固有振動数 

 

4.5.2 矩形ダクトの座屈評価 

 

4.6 支持方法 

(1) 直管部 

(2) 曲管部 

(3) 重量物の取付部 

 

4.7 ダクトの構造 

 

 

5. 支持構造物の構造及び種類 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(2／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
9. 機器・配管系の支持方針 

機器・配管系本体については「5. 機能維持の基本方針」に

基づいて耐震設計を行う。それらの支持構造物の設計方針につ

いては，機器は形状，配置等に応じて個別に支持構造物の設計

を行うこと，配管系，電気計測制御装置等は設備の種類，配置

に応じて各々標準化された支持構造物の中から選定することか

ら，それぞれ「Ⅲ－１－１－10 機器の耐震支持方針」，「Ⅲ－

１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」，「Ⅲ－１－１－11－２ 

ダクトの耐震支持方針」及び「Ⅲ－１－１－12 電気計測制御

装置等の耐震支持方針」に示す。 

 

10. 耐震計算の基本方針 

10.2 機器・配管系 

機器・配管系の評価は，「4. 設計用地震力」で示す設計用地

震力による適切な応力解析に基づいた地震応力と，組み合わす

べき他の荷重による応力との組合せ応力が「5. 機能維持の基

本方針」で示す許容限界内にあることを確認すること(解析によ

る設計)により行う。 

 

評価手法は，JEAG4601に基づき，以下に示す定式化された計

算式を用いた解析手法又はFEM等を用いた応力解析手法にて実施

することを基本とし，その他の手法を適用する場合は適用性を

確認の上適用することとする。なお，FEM等を用いた応力解析手

法において時刻歴応答解析法及びスペクトルモーダル解析法を

用いる場合は，材料物性のばらつき等を適切に考慮する。 

 

(1) 定式化された計算式を用いた解析手法 

(2) FEM 等を用いた応力解析手法 

・スペクトルモーダル解析法 

・時刻歴応答解析法 

 

機器・配管系については，解析方法及び解析モデルを機器，

配管系ごとに設定するとともに，安全機能に応じた評価を行

う。 

これら機器，配管系ごとに適用する解析方法及び解析モデル

を「Ⅲ－１－１－５ 地震応答解析の基本方針」の「2.2(2) 

解析方法及び解析モデル」に示す。 

具体的な評価手法は，「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持

方針」，「Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針」，「Ⅲ－

１－２ 耐震計算に関する基本方針」及び「Ⅲ－１－３ 耐震

性に関する計算書作成の基本方針」に示す。 

 

1. 概要 

本方針は，「Ⅲ－１－１ 耐震設計の基本方針」のうち，「9. 機器・

配管系の支持方針」に基づき，MOX燃料加工施設のダクト及び標準化され

た支持構造物を用いた設計について，耐震設計上十分安全であるように

考慮すべき事項を定めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 耐震設計の原則 

ダクト及びその支持構造物は，耐震設計上の重要度に応じた地震力に

対して十分な強度を有するように設計する。 

 

 

3. ダクト及び支持構造物の設計手順 

ダクトの経路は，建屋の形状，機器の配置，配管，ケーブルトレイ等

の経路を考慮し，耐震性を加味して決定する。 

以上を考慮して決定されたダクト経路について支持方法を定めて，ダ

クトが十分な耐震強度を有するように支持点を決定する。 

 

ダクト支持構造物の設計，製作，据付までの作業の流れを概念的に第

3-1図に示す。 

 

1. 概要 

本方針は，ダクト及び支持構造物について耐震設計上十分安

全であるように考慮すべき事項を定めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 耐震設計の原則 

ダクト及びその支持構造物は，耐震設計上の重要度分類に応

じた地震力に対して十分な強度を有するように設計する。 

 

 

3. ダクト及び支持構造物の設計手順 

ダクトの経路は，建屋の形状，機器の配置，配管，ケーブル

トレイ等の経路を考慮し，耐震性を加味して決定する。 

以上を考慮して決定されたダクト経路について支持方法を

定めて，ダクトが十分な耐震強度を有するように支持点を決定

する。 

ダクト支持構造物の設計，製作，据付までの作業の流れを概

念的に図3-1 に示す。 

 

 

・記載位置について明

確化したことによ

る差異であるため，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(3／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
  

 
 

第3-1図 ダクト及び支持構造物の設計作業手順 

 

 

 

 

 
 

図3-1  ダクト及び支持構造物の設計作業手順 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(4／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4. ダクト設計の基本方針 

4.1 重要度による設計方針 

ダクトは，耐震設計上の重要度に応じてクラス分類し，第4.1-1表に示

す設計方針とする。 

 

 

第4.1-1表 重要度と設計方針 

耐震重要度 設 計 方 針 

Ｓクラス＊1 
地震時の加速度に対し機能が保たれるよう

サポートのスパン長を最大許容ピッチ以下

に確保する。 

Ｂクラス＊2 

Ｃクラス＊2 

 

 

注記 ＊1：常設耐震重要重大事故等対処設備についても適用する。 

＊2：常設耐震重要重大事故等対処設備以外の常設重大事故等対処

設備についても適用する。 

 

 

 

4. ダクト設計の基本方針 

4.1 重要度別による設計方針 

ダクトは，耐震設計上の重要度分類に応じてクラス分類し，

表4-1 に示す設計方針とする。 

 

 

表4-1 重要度分類と設計方針 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設計方針は全クラ

ス共通であるため，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 

 発電炉は，「機器等

の区分」で重大事故

等対処設備に属す

るダクトを説明し

ているのに対し，MO

X燃料加工施設は注

記にて説明してお

り，記載の差異によ

り新たな論点が生

じるものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(5／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.2 荷重の組合せ 

   荷重の組合せは，「Ⅲ－１－１－８ 機能維持の基本方針」に基づき，

Ｓクラス及び常設耐重要重大事故等対処設備については，以下のとお

りとする。 

 

(１)  Ｓクラス 

Ｄ＋ＰＤ＋ＭＤ＋Ｓｓ･･････････････････････････(4.2-1) 

Ｄ＋ＰＤ＋ＭＤ＋Ｓｄ･･････････････････････････(4.2-2) 

ここで， 

Ｄ  ：死荷重＊1 

ＰＤ ：最高使用圧力による機械的荷重 

ＭＤ ：設計上定められた機械的荷重 

Ｓｓ：基準地震動Ｓｓにより定まる地震力＊1 

Ｓｄ：弾性設計用地震動Ｓｄにより定まる地震力又は静的地震力＊2 

 

 

注記 ＊1：ダクトは座屈評価のため，死荷重(Ｄ)，地震荷重(Ｓｓ)を

考慮して評価を行う。 

＊2：ダクトの標準支持間隔の算出においては，許容値となる許

容座屈曲げモーメントの算出にあたり，評価手法上，ダク

ト材の降伏点を用いており，基準地震動Ｓｓに対する評

価と弾性設計用地震動Ｓｄに対する評価に用いる係数，

許容値に差異はないため，発生曲げモーメントの算出に

当たっては，ＳｄがＳｓに包絡される場合は，Ｓｄに対す

る評価を省略する。 

 

(２)  常設耐震重要重大事故等対処設備 

Ｄ＋ＰＳＡＤ＋ＭＳＡＤ＋Ｓｓ･･････････････････････････(4.2-3) 

ここで， 

ＰＳＡＤ ：重大事故等時の状態における運転状態等を考慮して当該設備

に設計上定められた設計圧力による荷重 

ＭＳＡＤ ：重大事故等時の状態における運転状態等を考慮して当該設

備に設計上定められた機械的荷重 

 

 

 

4.2 荷重の組合せ 

 

 

 

Ｄ＋ＰＤ＋ＭＤ＋Ｓｓ･･････････････････････････（4.1） 

Ｄ＋ＰＤ＋ＭＤ＋Ｓｄ
*･･････････････････････････（4.2） 

ここで， 

Ｄ ：死荷重＊1 

ＰＤ：最高使用圧力による機械的荷重 

ＭＤ：設計上定められた機械的荷重 

Ｓｓ：基準地震動Ｓｓにより定まる地震力＊1 

Ｓｄ
*：弾性設計用地震動Ｓｄにより定まる地震力又は静的地

震力＊2 

 

 

 

注記 ＊1：ダクトは座屈評価のため，死荷重（Ｄ），地震荷重

（Ｓｓ）を考慮して評価を行う。 

＊2：ダクトの耐震支持間隔の算出においては，許容値

となる許容座屈曲げモーメントの算出にあたり，

評価手法上，ダクト材の降伏点を使用するため，

Ｓｓに対する評価とＳｄ
*に対する評価に用いる係

数，許容値に差異はない。また，発生曲げモーメ

ントの算出に当たっては，表4-2に示すとおり，

Ｓｄ
*はＳｓに包絡されるため，Ｓｄ

*に対する評価

は省略する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，緊急時対策所ダクトについては，設計基準

対象設備「‐」であり，重大事故等クラス２管で

あることからＳｓに対する評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 荷重の組合せにつ

いて，記載の明確化

を行ったため，記載

の差異により新た

な論点が生じるも

のではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 弾性設計用地震動

Ｓｄが基準地震動

Ｓｓに包絡される

場合の取扱いにつ

いて，記載の明確化

を行ったため，記載

の差異により新た

な論点が生じるも

のではない。 

 

 

 発電炉固有の要求

であり，MOX燃料加

工施設では機能要

求に応じた地震波

を用いていること

から，記載の差異に

より新たな論点が

生じるものではな

い。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(6／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 

 

表4-2 「基準地震動Ｓｓ」と「弾性設計用地震動Ｓｄ又は静

的地震力」の比較例 

 
注記 ＊1：静的震度，1.2ZPAのうち，大きな値を示す。（1.2

ZPA:基準床の最大応答加速度の1.2倍の値） 

＊2：ダクトの固有振動数が，設備評価用床応答曲線の

ピーク振動数の√2倍以上となる固有振動数を示

し，水平，鉛直震度はそれぞれ当該固有周期より

も短周期側における最大応答を示す。 

 

 

 

 「基準地震動Ｓｓ」

と「弾性設計用地震

動Ｓｄ又は静的地

震力」の比較につい

ては，発電炉では本

文中に記載の処置

方針に基づく代表

建屋の比較例を表

で示しているが，MO

X燃料加工施設では

本文中に発電炉と

同様の処置方針を

記載していること

から比較表を示し

ていないものの，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(7／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.3 解析条件 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 設計用地震力 

ダクトについては，「Ⅲ－１－１ 耐震設計の基本方針」に示す設計用

地震力を用いて評価を行うこととし，設計用床応答曲線，1.2ZPA，静的

震度を用いる。 

また，設計用床応答曲線は，「Ⅲ－１－１－６ 設計用床応答曲線の作

成方針」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減衰定数は，「Ⅲ－１－１－５ 地震応答解析の基本方針」に記載の減

衰定数を用いる。 

この際に使用する設計用床応答曲線は，第4.3-1図に示すように安全側

に谷埋め及びピーク保持を行う。 

 

なお，ダクトの固有周期は，ダクトの設計に用いる建屋床応答スペク

トルの最も大きいピークの固有周期よりも短周期側に避けることを原則

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第4.3-1図 床応答曲線の谷埋め及びピーク保持の例 

 

 

 

4.3 設計用地震力 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダクトについては，添付書類「Ⅴ-2-1-1 耐震設計の基本方

針の概要」のうち「4. 設計用地震力」を用いて評価を行う。 

 

 

 

なお，「4.4 ダクト支持点の設計方法」のうち，手法1はダク

トの固有振動数が十分剛（20 Hz以上）となる領域で設計する

ことから，表4-2に示す静的震度及び1.2ZPAを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，手法2は，ダクトの固有周期が0.05秒よりも長周期側

で，且つ設備評価用床応答曲線のピーク周期の1/√2倍よりも

短周期側となる領域で設計することから，表4-2に示す設備評

価用床応答曲線の震度を使用する。減衰は，添付書類「Ⅴ-2-1

-6 地震応答解析の基本方針」に記載の減衰定数を用いる。 

なお，この際に使用する設備評価用床応答曲線の震度は，図

4-1に示すように谷埋め/ピーク保持を行い右肩上がりの領域

で設計することで保守性を担保する。 

 

 

 

 
図4-1  床応答曲線の谷埋め/ピーク保持の例 

 

 

・設計用地震力以外

に，ダクトの解析に

使う条件として記

載の適正化を行っ

たため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 手法1は，固有振動

数基準の設計手法

であり，MOX燃料加

工施設では採用し

ていないことから

記載していないた

め，記載の差異によ

り新たな論点が生

じるものではない。 

 

 

 

 

 

 手法2は，発電炉，M

OX燃料加工施設共

に採用しているが，

配管の記載に合わ

せ，最も大きいピー

クを避ける旨を記

載をしており，記載

の差異により新た

な論点が生じるも

のではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(8／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
(2) 階層の区分 

解析に当たっては，設計用床応答曲線をいくつかの階層に区分し，支

持間隔を求めるものとする。階層の区分は，本資料の別紙１「安全機能

を有する施設の直管部標準支持間隔」及び別紙２「重大事故等対処施設

の直管部標準支持間隔」に示す。 

 

(3) ダクト重量 

ダクトの重量としては，補強材重量を含めた値とする。さらに，保温

材の付くダクトについては，その重量を考慮する。 

直管部標準支持間隔を算出するダクトの単位長さ当たり重量を，本資

料の別紙１「安全機能を有する施設の直管部標準支持間隔」及び別紙２

「重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔」に示す。 

 

・設計用地震力以外の

解析条件として，ダ

クトの解析に使う

条件について記載

の明確化を行った

ため，記載の差異に

より新たな論点が

生じるものではな

い。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(9／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.4 ダクト支持点の設計方法 

ダクト及びその支持構造物は適切な剛性を有するとともに，許容座屈

曲げモーメントを満足する支持間隔とすることにより耐震性を確保す

る。 

支持間隔の算定は，「Ⅲ－１－１－５ 地震応答解析の基本方針」に示

す解析方法及び解析モデルである，標準支持間隔を用いた評価方法を適

用し，ダクトの固有振動数に応じた地震力で算定する。 

本基本方針では，標準支持間隔法に適用する計算式を「4.5 標準支持

間隔」にて示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.1 標準支持間隔を用いた評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静的震度，1.2ZPA及び設計用床応答曲線から地震力を算定し，ダク

トに生じる曲げモーメントが許容座屈曲げモーメント以下となるよ

うに支持間隔を算定する。 

支持点決定までの設計手順を，第4.4.1-1図に示す。 

 

 

 

 

 

4.4 ダクト支持点の設計方法 

ダクト及びその支持構造物は適切な剛性を有するとともに，

許容座屈曲げモーメントを満足する支持間隔とすることによ

り耐震性を確保する。 

支持間隔の算定は，ダクトの固有振動数（fd）が十分剛（20

 Hz以上）となるよう算定する手法とダクトの固有振動数に応

じた地震力で算定する手法が有り，このうち前者を手法1，後

者を手法2と呼び，この2つの手法を用いて支持間隔を決定す

る。 

 

ダクトの支持点はまず手法1の支持間隔で計画し，施工性及

びダクトの周囲条件等を考慮して手法1の支持間隔以内に収ま

らない場合は手法2の支持間隔で計画する。 

 

手法1，手法2による支持間隔算出手順を図4-2に示す。 

 

 

 

 

 

4.4.1 手法1の支持間隔算定法 

ダクトの固有振動数が20 Hz以上となる支持間隔と静的震

度及び1.2ZPAによりダクトに生じる曲げモーメントが許容

座屈曲げモーメント以下となる支持間隔を算定し，いずれか

小さい方を支持間隔とする。 

 

 

 

 

 

4.4.2 手法2の支持間隔算定法 

静的震度，1.2ZPA及び設備評価用床応答曲線から地震力を

算定し，ダクトに生じる曲げモーメントが許容座屈曲げモー

メント以下となるように支持間隔を算定する。 

 

 

ただし，支持間隔はダクトの固有振動数が，設備評価用床

応答曲線のピーク振動数の√2倍以上となるように定めるも

のとし，固有振動数から定まる支持間隔と許容座屈曲げモー

メントから定まる支持間隔のうち，いずれか小さい方とす

る。設計領域の例を図4-3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発電炉は手法1及び

手法2を採用してい

るが，MOX燃料加工

施設においては手

法2であるダクトの

固有振動数に応じ

た地震力で算定す

る手法を採用して

いることから，実態

に合わせた記載と

したものであり，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 

 

 

 手法1は，固有振動

数基準の設計手法

であり，MOX燃料加

工施設では採用し

ていないことから

記載していないた

め，記載の差異によ

り新たな論点が生

じるものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 手法2の支持間隔の

算出方法として発

電炉は固有振動数

から定まる支持間

隔と許容座屈曲げ

モーメントから定

まる支持間隔を用

いているが，MOX燃

料加工施設では許

容座屈曲げモーメ

ントから定まる支

持間隔のみを使っ

ていることから実

態に合わせた記載

としたものであり，
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(10／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(11／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
  

 
第4.4.1-1図 ダクトの支持点設計手順 

 

 
 

図4-2  ダクト支持点間隔算出手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図4-3  手法2設計領域の例 

 発電炉においては

手法1及び手法2を

採用しているが，MO

X燃料加工施設にお

いては手法2である

ダクトの固有振動

数に応じた地震力

で算定する手法を

採用していること

から，実態に合わせ

た記載としたもの

であり，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手法2の支持間隔の

算出方法として発

電炉は固有振動数

から定まる支持間

隔と許容座屈曲げ

モーメントから定

まる支持間隔を用

いているが，MOX燃

料加工施設では許

容座屈曲げモーメ

ントから定まる支

持間隔のみを使っ

ていることから実

態に合わせた記載

としたものであり，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(12／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.5 標準支持間隔 

ダクトの標準支持間隔は，ダクトが薄板構造であることを考慮した剛

性評価及び座屈強度に基づき解析コードを用いて定める。 

なお，解析コードの検証，妥当性確認等の概要については，「Ⅲ－８ 

計算機プログラム(解析コード)の概要」に示す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5.1 角ダクトの固有周期 

両端単純支持された角ダクトの固有周期は，次式で与えられる。 

 

Ｔ＝
1

ｆ
 ･････････････････････････････････････････(4.5.1-1) 

 

ｆ＝
π

2・Ｌ
2・

Ｅ・Ｉ・ｇ

ｗ
 ･･･････････････････････････(4.5.1-2) 

 

 

 

 

ここで，第4.5.1-1図に示す角ダクトの断面2次モーメントは， 

 

Ｉ＝
ｔ・ｂｅ

3

6
＋ａｅ・ｔ・

ｂｅ
2

2
・β ･････････････(4.5.1-3) 

 

(4.5.1-2)及び(4.5.1-3)式の出典：電力共通研究「機器配管系の

合理的な耐震設計手法の確立に関する研究(S60～S61)」 

ここで， 

 

4.5 耐震支持間隔 

ダクトの耐震支持間隔は，ダクトが薄板構造であることを考

慮した剛性評価及び座屈強度に基づき定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5.1 矩形ダクトの固有振動数 

   両端単純支持された矩形ダクトの固有振動数は，次式で与

えられる。 

 

 

 

ｆ＝
π

２・ℓ２
・

Ｅ・Ｉ・ｇ

Ｗ
  ･･･････････････････････････（4.3） 

 

 

 

 

ここで，図4-4に示す矩形ダクトの断面二次モーメントは， 

Ｉ＝
ｔ・ｂｅ

３

６
＋ａｅ・ｔ・

ｂｅ
２

２
・β･････････････（4.4） 

 

 

(4.3)及び(4.4)式の出典：電力共通研究「機器配管系の合

理的な耐震設計手法の確立に関する研究（S60～S61）」 

ここで， 

 

 

 MOX燃料加工施設で

用いるコードの概

要について，記載の

明確化を行ったも

のであり，記載の差

異により新たな論

点が生じるもので

はない。なお，MOX燃

料加工施設におけ

る定ピッチスパン

法の具体的な内容

については補足説

明資料「【耐震機電1

6】配管系の評価手

法(定ピッチスパン

法)について」に示

す。 

 MOX燃料加工施設に

おいては，解析コー

ドを使用するため，

コードの検証及び

妥当性に関する添

付書類の説明を追

加したものである。

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 

 

 

 MOX燃料加工施設に

おいては，固有周期

で統一しているた

め，記載の差異によ

り新たな論点が生

じるものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(13／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 

Ｔ：固有周期(s) 

ｆ：固有振動数(Hz) 

π：円周率(－) 

Ｌ：標準支持間隔(mm) 

Ｅ：縦弾性係数(MPa) 

Ｉ：断面2次モーメント(mm4) 

ｇ：重力加速度(mm/s2) 

ｗ：ダクト単位長さ当たり重量(N/mm) 

β：断面2次モーメントの安全係数＊(－) 

(幅厚比 ｂ/ｔ≦600…β＝0.75，ｂ/ｔ＞600…β＝0.6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記 ＊：出典 電力共通研究「機器配管系の合理的な耐震設計手法の確

立に関する研究(S60～S61)」より，理論値と実験値の比率から定まる係数

を用いる。 

 

 

 
 

第4.5.1-1図 角ダクトの断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｆ：固有振動数                        （ Hz ） 

π：円周率                            （ － ） 

ℓ：両端単純支持間隔                  （ mm ） 

Ｅ：縦弾性係数                （N/mm2） 

ｇ：重力加速度                       （mm/s2） 

Ｉ：断面二次モーメント               （ mm4 ） 

Ｗ：ダクト単位長さ重量                     （N/mm） 

β：断面二次モーメントの安全係数           （ － ） 

（幅厚比 b/t≦600…β＝0.75 ，b/t＞600…β＝0.6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図4-4 矩形ダクトの断面図 

 

 MOX燃料加工施設に

おいては，固有周期

で統一しているた

め，記載の差異によ

り新たな論点が生

じるものではない。 

 

 

 

 

 

 定ピッチスパン法

による評価に当た

っては，評価式の一

部に試験研究等を

基に設定した係数

を適用しているた

め 補 足 説 明 資 料

「【耐震機電30】ダ

クト評価で用いる

補正係数，安全係数

の設定根拠につい

て」に示す。 

 

 

 安全係数の出展に

ついて記載の明確

化を行ったため，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(14／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
4.5.2 丸ダクトの固有周期 

両端単純支持された丸ダクトの固有周期は，次式で与えられる。 

 

Ｔ＝
1

ｆ
 ･････････････････････････････････････････(4.5.2-1) 

ｆ＝
π

2・Ｌ
2・

Ｅ・Ｉ・ｇ

ｗ
 ･･･････････････････････････(4.5.2-2) 

 

第4.5.2-1図に示す丸ダクトの断面2次モーメントは， 

Ｉ＝
π

64
・ ｄ

2

4
-ｄ

1

4
 ･････････････････････････････(4.5.2-3) 

 

ここで， 

 

Ｔ：固有周期(s) 

ｆ：固有振動数(Hz) 

π：円周率(－) 

Ｌ：標準支持間隔(mm) 

Ｅ：縦弾性係数(MPa) 

Ｉ：断面2次モーメント(mm4) 

ｇ：重力加速度(mm/s2) 

ｗ：ダクト単位長さ当たり重量(N/mm) 

 

 
 

第4.5.2-1図 丸ダクトの断面図 

 

 発電炉では丸ダク

トがないが，MOX燃

料加工施設におい

ては，丸ダクトを用

いており，機械工学

便覧のはり理論式

を用いて丸ダクト

の固有周期の評価

式を記載したもの

であるため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(15／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.5.3 角ダクトの座屈評価 

地震時，両端単純支持された角ダクトに生じる曲げモーメントは

次式で与えられる。 

 

Ｍ
0
＝

α・ｗ・Ｌ 2

8
 ･････････････････････････････････(4.5.3-1) 

 

 

 

 

 

ここで，角ダクトの座屈による大変形を防ぐために角ダクトに生

じる曲げモーメントが許容座屈曲げモーメント以下となるようにす

る。 

 

Ｍ
0
≦Ｍ ･･･････････････････････････････････････(4.5.3-2) 

 

 

 

 

 

許容座屈曲げモーメントから定まる支持間隔は次式で与えられる。 

 

Ｌ＝
8・Ｍ

ｗ・α
 ････････････････････････････････････(4.5.3-3) 

 

 

ここで， 

Ｍ＝Ｓ・Ｍ
Ｔ
 ･･･････････････････････････････････(4.5.3-4) 

Ｍ
Ｔ
＝λ・

π・ｔ・Ｉ

1－ν
2
・ｂ

2
・ Ｅ・σ

ｙ
・γ ････････････(4.5.3-5) 

Ｉ＝
ｔ・ｂ

3

6
＋ａｅ・ｔ・

ｂ
2

2
 ･･･････････････････････(4.5.3-6) 

 

 

(4.5.3-2)～(4.5.3-6)式の出典：電力共通研究「機器配管系の合理

的な耐震設計手法の確立に関する研究(S60～S61)」 

 

 

 

 

 

4.5.2 矩形ダクトの座屈評価 

地震時，両端単純支持された矩形ダクトに生じる曲げモー

メントは次式で与えられる。 

 

 
図4-5 両端単純支持梁 

 

 

 

 

Ｍ
0
＝

α・Ｗ・ℓ２

８
 ･･････････････････････････････････（4.5） 

 

ここで， 

Ｍ０ ：発生曲げモーメント      （N･mm） 
α   ：設計震度                （ － ） 

 

ここで，矩形ダクトの座屈による大変形を防ぐために矩形

ダクトに生じる曲げモーメントが許容座屈曲げモーメント

以下となるようにする。 

 

Ｍ
0
≦Ｍ    ･･･････････････････････････････････（4.6） 

 

ここで， 

Ｍ ：許容座屈曲げモーメント （N･mm） 

 

 

（4.5），（4.6）式より許容座屈曲げモーメントから定まる

支持間隔は次式で与えられる。 

 

ℓ＝ ８・Ｍ

Ｗ・α
    ････････････････････････････････････（4.7） 

 

 

ここで， 

Ｍ＝Ｓ・Ｍ
Ｔ
    ･････････････････････････････････（4.8） 

Ｍ
Ｔ
＝λ・

π・ｔ・Ｉ

１－ν
２
・ｂ

２
・ Ｅ・σ

ｙ
・γ    ････････（4.9） 

Ｉ＝
ｔ・ｂ

３

６
＋ａｅ・ｔ・

ｂ
２

２
    ･･････････････････（4.10） 

 

(4.6)～(4.10)式の出典：電力共通研究「機器配管系の合

理的な耐震設計手法の確立に関する研究（S60～S61）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発電炉との資料構成

の違いであり，MOX

燃料加工施設の記

号の説明について

は，(16/47)頁に示

しており，記載の差

異により新たな論

点が生じるもので

はない。 

 

・発電炉との資料構成

の違いであり，MOX

燃料加工施設の記

号の説明について

は，(16/47)頁に示

しており，記載の差

異により新たな論

点が生じるもので

はない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(16／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
Ｍ0  ：発生曲げモーメント(N･mm) 

α ：設計震度(－) 

ｗ  ：ダクト単位長さ当たり重量(N/mm) 

Ｌ  ：標準支持間隔(mm) 

Ｍ ：許容座屈曲げモーメント(N･mm) 

Ｓ  ：許容座屈曲げモーメントの安全係数(＝0.7)(－) 

ＭＴ ：座屈限界曲げモーメント(N･mm) 

λ  ：座屈限界曲げモーメントの補正係数＊(－) 

π  ：円周率(－) 

ｔ  ：ダクト板厚(mm) 

Ｉ  ：断面2次モーメント(mm4) 

ν  ：ポアソン比(＝0.3)(－) 

ｂ  ：ダクト短辺寸法(mm) 

Ｅ  ：縦弾性係数(MPa) 

σｙ ：降伏点(MPa) 

γ  ：座屈限界曲げモーメントの安全係数(＝0.6)＊(－) 

ａｅ：ダクトフランジの有効幅(mm) 

 

 

 

注記 ＊：出典 電力共通研究「機器配管系の合理的な耐震設計手法の確

立に関する研究(S60～S61)」より，理論値と実験値の比率から定まる近似

曲線を用いる。 

 

4.5.4 丸ダクトの座屈評価 

地震時，両端単純支持された丸ダクトに生じる曲げモーメントは次

式で与えられる。 

 
 

Ｍ
0
＝

α・ｗ・Ｌ 2

8
 ･････････････････････････････････(4.5.4-1) 

 

ここで，丸ダクトの座屈による大変形を防ぐために丸ダクトに生じ

る曲げモーメントが許容座屈曲げモーメント以下となるようにする。 

 

Ｍ
0
≦Ｍ ･･･････････････････････････････････････(4.5.4-2) 

許容座屈曲げモーメントから定まる支持間隔は次式で与えられる。 

 

Ｌ＝
8・Ｍ

ｗ・α
 ･････････････････････････････････････(4.5.4-3) 

 

ここで， 

Ｓ   ：座屈曲げモーメントの安全係数（＝0.7）     （ － ） 

ＭＴ：座屈限界曲げモーメント                    （N･mm） 

λ   ：座屈限界曲げモーメントの補正係数＊5        （ － ） 

ν ：ポアソン比(＝0.3)                          ( － ) 

σｙ ：降伏点                          （N/mm2） 

γ  ：座屈限界曲げモーメントの安全係数（＝0.6）＊5（ － ） 

ℓ   ：両端単純支持間隔                         （ mm ） 

Ｗ  ：ダクト単位長さ重量                       （N/mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記 ＊5：出典 電力共通研究「機器配管系の合理的な耐震設計

手法の確立に関する研究（S60～S61）」より，理論値と実験値の比

率から定まる近似曲線を用いる。 

 

 

 使用している全て

の記号の説明を記

載したものであり，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 

 定ピッチスパン法

による評価に当た

っては，評価式の一

部に試験研究等を

基に設定した係数

を適用しているた

め 補 足 説 明 資 料

「【耐震機電30】ダ

クト評価で用いる

補正係数，安全係数

の設定根拠につい

て」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 発電炉では丸ダク

トがないが，MOX燃

料加工施設におい

ては，丸ダクトを用

いており，機械工学

便覧の薄肉円筒の

座屈の評価式を用

いて丸ダクトの座

屈評価式を記載し

たものであるため，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(17／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 

Ｍ＝Ｓ・Ｍ
Ｔ
 ･･･････････････････････････････････(4.5.4-4) 

Ｍ
Ｔ
＝

β・Ｅ・Ｒ・ｔ
2

1―ν
2  ･･････････････････････････････(4.5.4-5) 

 

Ｍ0：発生曲げモーメント(N･mm) 

α ：設計震度(－) 

ｗ  ：ダクト単位長さ当たり重量(N/mm) 

Ｌ  ：標準支持間隔(mm) 

Ｍ ：許容座屈曲げモーメント(N･mm) 

Ｓ  ：許容座屈曲げモーメントの安全係数(＝0.7)(－) 

ＭＴ：座屈限界曲げモーメント(N･mm) 

β  ：座屈限界曲げモーメントの補正係数(＝0.72)(－) 

Ｅ  ：縦弾性係数(MPa) 

Ｒ  ：ダクト内半径寸法(mm) 

ｔ  ：ダクト板厚(mm) 

ν ：ポアソン比(＝0.3)(－) 

 

 

 

 

 

 

 発電炉では丸ダク

トがないが，MOX燃

料加工施設におい

ては，丸ダクトを用

いており，機械工学

便覧の薄肉円筒の

座屈の評価式を用

いて丸ダクトの座

屈評価式を記載し

たものであるため，

記載の差異により

新たな論点が生じ

るものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(18／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.6 支持方法 

4.6.1 直管部 

直管部は，「4.5 標準支持間隔」で求まる支持間隔以下で支持するも

のとし，標準支持間隔については，本資料の別紙１「安全機能を有する

施設の直管部標準支持間隔」及び別紙２「重大事故対処施設の直管部標

準支持間隔」に示す。なお，常設耐震重要重大事故等対処設備の標準支

持間隔については，温度・圧力の評価条件がＳクラス施設に包絡される

場合は，別紙１「安全機能を有する施設の直管部標準支持間隔」による

こととする。 

 

 

 

 

 

 

矩形断面の角ダクトの支持間隔については，短辺長さを基準とし，角

ダクトの直管部標準支持間隔に第4.6.1-1図に示す支持間隔比を乗じた

値を支持間隔とする。 

第4.6.1-1図は，基準となる正方形断面の角ダクトに比べて固有振動

数が高くなるように，かつ，曲げモーメントが小さくなるように求めた

辺長比及び板厚比と支持間隔比との関係を示すものである。 

 

 

 

 

 

なお，異径・幅のダクトが混在する場合は，直管部標準支持間隔が最

も短くなるダクトの支持間隔を選定する。 

また，小口径の丸ダクトについて，気密性，施工性の観点から配管と

同じ鋼管を用いる場合は，「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」

に基づき設計する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6 支持方法 

(1) 直管部 

直管部は，「4.5 耐震支持間隔」で求まる支持間隔以下で支

持するものとする。また，直管部が長い箇所には軸方向を拘束

する支持構造物を設けるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 MOX燃料加工施設は

本資料の別紙にて

標準支持間隔を纏

めて示す方針とし

ているため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 

 

 

 

 

 MOX燃料加工施設の

ダクト設計は先行

炉(PWR)と同様の対

応として矩形断面

が混在する場合の

設計方針を示して

いるため，記載の差

異により新たな論

点が生じるもので

はない。 

 

 MOX燃料加工施設の

標準支持間隔によ

るダクトの設計方

針として，異径ダク

トが混在する場合

の設計方針を示し

ているため，記載の

差異により新たな

論点が生じるもの

ではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(19／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 

 
 

第4.6.1-1図 矩形断面の角ダクトの支持間隔 

 

4.6.2 曲がり部 

曲がり部支持間隔を定めるための直管部標準支持間隔との比を求める

解析モデル，解析方法，解析条件，解析結果及び曲がり部の支持方針に

ついては，「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」に示す。 

 

4.6.3 集中質量部 

ダクトにダンパ等の重量物が取り付く場合は，重量物自体又は近傍を

支持するものとする。 

 

 

集中質量部支持間隔を定めるための直管部標準支持間隔との比を求め

る解析モデル，解析方法，解析条件，解析結果及び集中質量部の支持方

針については，「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」に示す。 

 

4.6.4 分岐部 

分岐部支持間隔を定めるための直管部標準支持間隔との比を求める解

析モデル，解析方法，解析条件，解析結果及び分岐部の支持方針につい

ては，「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 曲管部 

曲管部は，直管部に比べ剛性，及び強度が低下するが，「4.5

 耐震支持間隔」で求まる支持間隔は，これら曲管部の縮小率

を包絡する支持間隔としている。 

 

(3) 重量物の取付部 

ダクトに自動ダンパ，弁等の重量物が取り付く場合は，重量

物自体又は近傍を支持するものとする。 

 

 

なお，近傍を支持する場合においては「4.5 耐震支持間隔」

で求まる支持間隔と，当該重量物を考慮した支持間隔を用い

て，支持点を設計する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 MOX燃料加工施設に

おいては，曲り部，

集中質量部，分岐部

の支持方針につい

ては配管と同一の

手法であることを

記載したものであ

る。 

 

 先行プラント(PWR)

と同じ設計方針で

あり，記載の差異に

より新たな論点が

生じるものではな

い。 

 本内容については，

補足説明資料「【耐

震機電16】配管系の

評価手法(定ピッチ

スパン法)につい

て」に示す。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(20／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.7 ダクトの構造 

ダクトは，構造上，溶接型，ハゼ折型に大別され，また断面形状は角

及び丸ダクトがある。ダクト構造の例を第4.7-1図に示す。 

 

 

 

 
 

第4.7-1図 ダクト構造の例 

 

4.7 ダクトの構造 

ここでは，主要な矩形ダクトについて記述する。矩形ダクト

は，溶接ダクトとハゼ折ダクトがある。 

(1) 溶接ダクトは，二隅あるいは四隅を溶接継手とする。補

強は，定ピッチで全周を形鋼で囲い，ダクトに断続溶接す

る。 

(2) ハゼ折ダクトの補強は，定ピッチで全周を形鋼で囲いダ

クトにリベット止めする。ダクト構造の代表例を図4-6に

示す。 

 

 
 

図4-6 ダクト構造の代表例 

 

 

 発電炉は角ダクト

の構造及び補強に

ついて示しており，

MOX燃料加工施設は

角ダクト及び丸ダ

クトの構造につい

て記載したもので

あるため，記載の差

異により新たな論

点が生じるもので

はない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(21／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 4.8 ダクトの設計において考慮すべき事項 

(1) ダンパ 

ダンパが設置される場合は，「4.6.3 集中質量部」に基づき前後の支

持点を決定する。 

ダンパは十分剛であるフレームやフランジで固定されており,フレー

ム系全体が剛である。また,ダンパの面間はダクトよりも短く,大きな駆

動部を有する場合は駆動部に支持点を設け，応答増幅を防ぐことで耐震

上十分な構造強度を有する設計とする。 

地震時に動的機能維持が要求されるダンパに対しては，駆動部の応答

加速度と機能維持確認済加速度の比較による評価を行い，駆動部の機能

維持確認済加速度を超える場合は，駆動部を支持する。 

 

(2) 伸縮継手の使用 

a. ダクトが建物・構築物相互間を通過する場合は，相対変位を吸収で

きるよう，必要に応じて伸縮継手を設ける。 

b. ダクトを他の機器類に接続する場合は，相互作用を吸収できるよ

う，必要に応じて伸縮継手を設ける。 

 

 

  ダクトの設計にお

ける考慮事項とし

て，配管と同様の設

計方針となるダン

パ(配管の弁に相

当)や伸縮継手の記

載を明確化したも

のであるため，記載

の差異により新た

な論点が生じるも

のではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(22／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 5. 支持構造物の設計 

5.1 支持構造物の構造及び種類 

(1) 支持構造物は，形鋼を組み合わせた溶接構造を原則とし，その用

途に応じて以下に大別する。 

a. ダクト軸直角の2方向を拘束するもの 

b. ダクト軸方向及び軸直角の3方向を拘束するもの 

第5.1-1図～第5.1-4図に支持構造物の代表例を示す。 

 

(2) 支持構造物の構造は，ダクトより作用する地震荷重に対し十分な

強度を有する構造とする。なお，ダクトの荷重は隣接する支持構造

物の距離より定まる荷重の負担割合(ダクト長さ)と地震力から算

定する。 

 

 
第5.1-1図 2方向(軸直角方向)拘束の代表例 

 

 

 

5. 支持構造物の構造及び種類 

(1)支持構造物は，形鋼を組み合わせた溶接構造を原則とし，そ

の用途に応じて以下に大別する。 

(a) ダクト軸直角の2方向を拘束するもの 

(b) ダクト軸方向及び軸直角の3方向を拘束するもの 

図5-1～図5-4に支持構造物の代表例を示す。 

 

(2)支持構造物の構造は，ダクトより作用する地震荷重に対し十

分な強度を有する構造とする。なお，ダクトの荷重は隣接する支

持構造物の距離より定まる荷重の負担割合（ダクト長さ）と地震

力から算定する。 

 

 
図5-1  2方向（軸直角方向）拘束の代表例 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(23／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
  

 
第5.1-2図 3方向(軸方向及び軸直角方向)拘束の代表例 

 

 
第5.1-3図 垂直ダクトの支持の代表例 

 

 

 
図5-2  3方向（軸方向及び軸直角方向）拘束の代表例 

 

 
図5-3 垂直ダクトの支持の代表例 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(24／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.1-2図におけるＡ部 

 
第5.1-4図 ダクトと支持構造物の接合 

 

 

 
図5-4  ダクトと支持構造物の接合 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(25／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 5.2 支持架構の設計 

ダクトの支持架構は，地震時にダクトに発生する荷重を支持する必

要がある。支持架構の設計に当たっては，あらかじめ許容し得る設計

荷重に対する健全性を型式ごとに確認し，支持点に発生する支持点荷

重が設計荷重以下になる支持架構を選定する。これにより支持架構の

耐震性が確保できる。 

支持架構及び埋込金物から構成される支持構造物の設計原則，設計

方法及び，選定方法については，「Ⅲ－１－１－11－１ 配管の耐震

支持方針」に示す。 

なお，ダクトの支持架構は，非常に物量が多いことから，第5.2-1図

に示す基本形状ごとに，鋼材選定の標準化を図って設計に適用する。 

 

 

 
第5.2-1図 支持架構の基本形状例 

 

  先行炉(PWR)と同様

の設計方針として

支持架構の設計に

おける記載の明確

化を行ったため，記

載の差異により新

たな論点が生じる

ものではない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(26／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 5.3 支持架構の選定 

支持架構に用いる標準的な鋼材表を，第5.3-1表に示す。また，基本

構造を，第5.3-1図に示す。本表に記載する鋼材の中から個々の条件に

応じて単独又は組合せで使用するが，同等以上の強度を持つほかの鋼

材も使用可能とする。 

設計荷重としての最大使用荷重を設定するにあたっては，様々な荷

重条件の組合せに適用できるように，設計上の配慮として各荷重成分

を同値として定めている。 

 

第5.3-1表 支持架構の標準鋼材仕様 

 

 
 

 
第5.3-1図 基本構造形状図 

 

  MOX燃料加工施設に

おいては，ダクトの

設計方針として標

準支持間隔法を示

しており，「Ⅲ－１

－１－11－１ 配

管の耐震支持方針」

の記載同様に，ダク

トの支持点荷重に

基づく支持構造物

の設計について記

載の明確化を行っ

たため，記載の差異

により新たな論点

が生じるものでは

ない。 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(27／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 5.4 支持架構の耐震評価結果 

各支持架構について，定められた最大使用荷重に対して十分な耐震

性を有することを確認した結果を示す。 

なお，支持架構は口径，材質に応じた支持点荷重に対していずれも

同等の耐震裕度となるよう設計しており，本項では代表的な型式に対

する耐震評価結果を示す。 

支持架構における評価結果の纏め表を第5.4-1表に示す。 

 

 

第5.4-1表 支持架構の評価結果纏め表 

 

 
記号の説明 

Ｄ ：死荷重(自重) 

Ｐｄ：当該設備に設計上定められた最高使用圧力による荷重 

Ｍｄ：当該設備に設計上定められた機械的荷重 

Ｓｓ：基準地震動Ｓｓによる地震力 

Ｓｄ：弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力又は静的地震力 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(28／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(1/12) 支持架構の耐震計算結果 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(29／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(2/12) 支持架構の耐震計算結果 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(30／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(3/12) 支持架構の耐震計算結果 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(31／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(4/12) 支持架構の耐震計算結果 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(32／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(5/12) 支持架構の耐震計算結果 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(33／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(6/12) 支持架構の耐震計算結果 
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発電炉－MOX 燃料加工施設 記載比較 

【Ⅲ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針】(34／47) 
別紙４－12 

MOX燃料加工施設 発電炉 
備考 

添付書類Ⅲ－１－１ 添付書類Ⅲ－１－１－11－２ 添付書類Ⅴ－２－１－１２－２ 
 第5.4-2表(7/12) 支持架構の耐震計算結果 
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